
2022（令和4）年5月20日　（1）

自由国民連合

す
る
焼
身
自
殺
が
発
生
し
て
い
る
」
と

チ
ベ
ッ
ト
の
現
状
を
報
告
。「
平
和
を

唱
え
る
だ
け
で
は
平
和
は
や
っ
て
こ
な

い
。
我
々
は
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
仲
間
を
増
や
す
こ

と
だ
」
と
述
べ
、
ア
ジ
ア
の
仲
間
た
ち

と
の
保
守
連
合
会
議
の
設
立
に
期
待
し

た
。

　
さ
ら
に
、
神
職
で
神
道
神
祇
本
廰
代

表
理
事
の
奈
良
泰
秀
氏
が
壇
上
に
立

ち
、「
和
」
と
「
ま
こ
と
」
の
日
本
精

神
の
源
流
に
つ
い
て
「
１
万
年
以
上
前

の
縄
文
時
代
の
日
本
の
心
性
こ
そ
、
皆

が
助
け
合
っ
て
生
き
て
き
た
時
代
」
と

し
、「
縄
文
時
代
の
心
性
を
復
興
し
て
、

現
在
病
ん
で
い
る
日
本
精
神
を
立
て
直

す
の
も
自
国
連
、
保
守
連
合
会
議
の
使

命
で
あ
る
」
と
し
て
保
守
連
合
会
議
へ

の
参
加
を
表
明
し
た
。
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主
催
者
側
と
し
て
、
自
国
連
会
長
の

阿
部
正
寿
氏
が
挨
拶
、「
保
守
勢
力
の

大
同
団
結
に
は
厚
い
壁
が
あ
る
の
は
事

実
で
あ
る
が
、『
壁
の
穴
』
を
作
る
の

が
私
の
使
命
で
あ
る
。
相
手
に
は
必
ず

弱
点
が
あ
る
。
弱
点
を
発
見
し
て
、
一

点
突
破
全
面
展
開
で
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ

て
や
れ
ば
で
き
る
。
そ
れ
に
は
、
そ
れ

が
で
き
る
人
材
が
必
要
で
あ
る
」と
し
、

米
国
の
電
気
自
動
車
テ
ス
ラ
の
イ
ー
ロ

ン
・
マ
ス
ク
氏
を
例
に
し
て
「
失
敗
を

恐
れ
な
い
、
勇
気
を
も
っ
て
や
る
、
型

に
と
ら
わ
れ
な
い
日
本
人
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
自
国
連
で
の
人
材
育
成
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
「
日
本
が
こ
こ
30
年
間
経
済
的
に
停

滞
し
て
き
た
の
は
、
日
本
人
が
だ
め
に

な
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
自
虐
的
な
心
が

我
々
内
部
に
潜
ん
で
い
る
。
も
と
も
と

日
本
人
は
優
秀
で
あ
る
。
日
本
精
神
を

取
り
戻
し
て
、
強
い
日
本
を
つ
く
っ
て

い
く
。
一
人
で
も
や
る
。
や
る
と
い
う

決
意
が
必
要
で
あ
る
。
生
命
を
義
に
捧

げ
て
、
壁
を
貫
い
て
い
く
」
と
語
り
、

自
国
連
、
保
守
連
合
会
議
発
展
に
む
け

た
決
意
を
表
明
し
た
。

　
最
後
に
、
世
界
戦
略
総
合
研
究
所
副

会
長
の
加
藤
幸
彦
氏
に
よ
る
万
歳
三
唱

で
締
め
く
く
っ
た
。

●
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定　
理
事
会
、
局
長
会
議

　

�

自
由
国
民
連
合
は
４
月
29
日
の
一
周
年
記
念
を
前
に
し
て
、
局

長
会
議
、
理
事
会
を
開
催
、
今
年
度
の
具
体
的
な
活
動
計
画
を

練
り
上
げ
、
活
動
方
針
を
決
議
、
承
認
し
た
。

●
保
守
団
体
の
結
集
を
図
る

●
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
応
援
す
る
候
補
を
決
め
る

●
全
国
で
講
演
会
を
開
催
す
る

●�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
立
ち
上
げ
、
月
刊
誌
の

発
行
な
ど
広
報
活
動
の
充
実
化
を
図
る

和
愛
好
家
の
多
か
っ
た
独
立
国
家
の
チ

ベ
ッ
ト
を
侵
略
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
い
ま
も
子
供
た
ち
に
中
国
語
学
習

を
強
制
し
て
い
る
ほ
か
、
中
国
に
反
対

　
大
会
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
犠
牲
と
な
っ
た
軍
人
、
市
民
に
対

し
て
黙
と
う
で
始
ま
っ
た
。

　
二
期
会
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
森
敬
恵
氏

に
よ
る
国
歌
独
唱
の
後
、
自
国
連
の
水

間
石
渓
事
務
局
長
が
一
年
間
の
経
過
報

告
を
し
、
そ
の
中
で
自
国
連
が
政
治
団

体
か
ら
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
た
経

緯
お
よ
び
保
守
連
合
会
議
の
年
内
発
足

に
向
け
た
概
要
と
活
動
方
針
を
説
明
し

た
。

　
関
係
者
の
代
表
と
し
て
外
交
評
論
家

の
加
瀬
英
明
氏
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
同

氏
は
、「
保
守
勢
力
の
団
結
は
壁
が
厚

い
」と
指
摘
、「
保
守
の
大
同
団
結
に
は
、

信
念
と
か
政
策
と
全
く
関
係
の
な
い
政

治
家
の
派
閥
を
一
掃
し
、
日
本
の
政
治

体
質
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
、
理
性
に

基
づ
く
信
念
を
持
っ
た
人
が
政
治
を
扱

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
自

国
連
の
活
動
に
期
待
し
た
。

　

ま
た
同
氏
は
、「
日
本
国
民
の
一
番

の
敵
は
、中
国
で
も
北
朝
鮮
で
も
な
い
。

日
本
国
憲
法
で
あ
り
、
私
た
ち
の
胸
の

中
に
在
る
」
と
語
り
、
日
本
国
民
に
一

番
脅
威
を
あ
た
え
て
い
る
憲
法
の
改
正

の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
所
客

員
教
授
の
ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ボ
氏
は
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
現
実
に
言

及
、「
70
年
前
に
中
国
共
産
党
は
、
平

自
由
國
民
新
聞

尊
皇
愛
国・反
共
救
国・保
守
団
結・国
際
連
帯
──
自
由
国
民
連
合

今
、ひ
と
つ
に
な
る
時

都内で行われた「神武天皇復活式」＝2月11日

　
一
般
社
団
法
人
自
由
国
民
連
合
（
自
国
連
）
は
４
月
29
日
、
東
京
都
内
の
公
会
堂
で
、
設
立
一
周

年
記
念
行
事
と
し
て
「『
和
』
と
『
ま
こ
と
』
の
日
本
精
神
で
世
界
の
紛
争
を
一
掃
し
よ
う
」「
保
守

勢
力
の
大
同
団
結
で
強
い
日
本
を
つ
く
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
保
守
連
合
会
議
（
仮
称
）
設
立
準

備
大
会
（
主
催
：
自
由
国
民
連
合
）
を
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
関
係
者
約
１
０
０
人
を
集
め
て
行
っ
た
。

大
会
に
は
、
衆
議
院
議
員
で
自
民
党
総
裁
補
佐
の
国
場
幸
之
助
氏
か
ら
祝
電
が
寄
せ
ら
れ
た
。

保
守
連
合
会
議
（
仮
称
）
設
立
準
備
大
会

記
念
撮
影

祝辞を述べる加瀬英明氏

ペマ・ギャルボ氏

阿部正寿会長

保守勢力の大同団結で強い日本を
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挨
拶
に
立
っ
た
尚
家
23
代
当
主
の
尚

衞
（
ま
も
る
）
氏
＝
73
歳
、
三
重
県
在

住
＝
は
、「
当
主
と
し
て
挨
拶
す
る
の

は
こ
れ
が
は
じ
め
で
の
こ
と
で
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
」の
語
り
、

前
例
を
廃
し
て
沖
縄
県
祖
国
復
帰
50
周

年
を
祝
う
場
に
尚
家
当
主
と
し
て
初
め

て
公
の
場
に
姿
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
。

　
尚
氏
は
、
琉
球
国
が
日
本
に
帰
属
す

思
い
を
披
露
し
た
。

　
今
後
の
沖
縄
に
つ
い
て
「
現
在
の
琉

球
文
化
、
沖
縄
文
化
の
発
展
と
継
承
が

必
要
」
と
し
、
一
般
社
団
法
人
琉
球
歴

史
文
化
継
承
振
興
会
を
設
立
し
た
意
義

に
ふ
れ
、「
琉
球
文
化
の
継
承
が
日
本

の
発
展
に
つ
な
が
る
」
と
の
認
識
を
示

し
た
。

　

た
だ
、「
琉
球
文
化
や
沖
縄
方
言
を

学
ぶ
こ
と
で
日
本
と
の
対
立
を
煽
る
よ

う
な
動
き
が
時
々
見
え
る
。
私
た
ち
の

願
い
と
は
対
極
に
あ
り
悲
し
い
」
と

語
り
、
琉
球
文
化
振
興
が
日
本
と
沖
縄

と
の
分
断
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念

し
た
。
最
後
に
、
祖
国
復
帰
50
周
年
を

新
た
な
出
発
点
と
し
「
皆
さ
ま
と
共
に

正
し
い
琉
球
歴
史
文
化
を
継
承
発
展
さ

せ
、
明
る
く
豊
か
で
平
和
な
沖
縄
を
築

き
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

前
日
祭
で
は
、（
二
部
で
）
陸
上
自

衛
隊
第
15
音
楽
隊
が
、
沖
縄
の
名
曲
を

ア
レ
ン
ジ
し
て
演
奏
。
続
け
て
、
音
楽

隊
の
伴
奏
の
下
で
、
中
城
護
佐
丸
太

鼓
が
参
加
、
歌
手
の
望
月
よ
し
え
さ
ん

と
山
口
あ
や
き
さ
ん
が
沖
縄
の
歌
を
歌

い
、
会
場
が
祖
国
復
帰
の
祝
い
に
酔
い

し
れ
た
。

　

今
回
の
尚
衞
氏
の
発
言
は
、「
琉
球

処
分
」
と
言
わ
れ
る
廃
藩
置
県
が
当
時

の
尚
泰
王
の
決
断
で
な
さ
れ
た
も
の

で
、
戦
前
最
も
尊
皇
愛
国
精
神
が
強
か

っ
た
沖
縄
県
民
の
祖
国
復
帰
の
情
熱
が

琉
球
国
と
つ
な
が
り
、
琉
球
国
と
沖
縄

が
今
日
の
日
本
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
確
証
す
る
こ
と
で
意
味
深
い
も
の

で
あ
っ
た
。
自
国
連
の
運
動
が
、
沖
縄

を
拠
点
に
全
国
に
拡
大
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

常
に
沖
縄
に
あ
り
、
沖
縄
あ
っ
て
の
尚

家
で
あ
り
、
琉
球
文
化
あ
っ
て
こ
そ
の

尚
家
で
す
」
と
尚
家
の
沖
縄
へ
の
熱
い

る
廃
藩
置
県
（
１
８
７
９
年
、
明
治
12

年
３
月
）
に
言
及
、「
大
き
な
決
断
を

さ
れ
た
の
は
、
第
二
尚
氏
19
代
の
尚
泰

王
で
す
。
琉
球
が
こ
れ
か
ら
存
続
し
て

い
く
に
は
、
日
本
に
帰
属
す
る
の
が
正

し
い
道
だ
と
ご
決
断
さ
れ
た
」の
語
り
、

当
時
の
琉
球
国
王
が
自
ら
の
決
断
で
廃

藩
置
県
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　
尚
氏
は
沖
縄
県
本
土
復
帰
に
つ
い
て

「
米
軍
統
治
下
に
お
い
て
、
祖

国
日
本
へ
の
復
帰
は
百
万
県

民
の
悲
願
で
あ
り
、
多
く
の

県
民
の
運
動
の
積
み
重
ね
が

日
米
両
政
府
を
動
か
し
、
わ

ず
か
27
年
で
祖
国
日
本
へ
の

復
帰
が
実
現
さ
れ
た
の
で
す
」

「
県
民
の
熱
い
情
熱
に
よ
り
選

び
取
っ
た
歴
史
で
す
」
と
語

り
、
復
帰
の
意
義
と
尽
力
し

た
先
人
た
ち
に
深
い
謝
意
を

示
し
た
。

　

尚
家
と
沖
縄
に
つ
い
て
尚

氏
は
「
廃
藩
置
県
後
、
尚
家

は
沖
縄
を
離
れ
て
生
活
し
て

き
ま
し
た
が
、
尚
家
の
魂
は

　
政
府
と
沖
縄
県
に
よ
る
「
沖
縄
復
帰
50
周
年
記
念
式
典
」
が
５
月
15
日
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ご
臨
席
の
元
、
同
県
宜
野
湾
市
と
東
京
で
同
時
開
催
さ
れ
、

沖
縄
県
の
次
の
50
年
に
む
け
た
新
た
な
出
発
の
節
目
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
前
日
の

14
日
、
琉
球
国
王
尚
家
当
主
が
臨
席
し
た
「
尚
家
と
祝
う
沖
縄
県
祖
国
復
帰
50
周
年

『
祖
国
復
帰
の
日
前
夜
祭
』」（
主
催
・
沖
縄
県
祖
国
復
帰
記
念
大
会
実
行
委
員
会
）
が

那
覇
市
内
の
会
場
で
約
３
０
０
人
集
め
て
行
わ
れ
た
。
尚
家
当
主
が
公
的
な
場
に
姿

を
現
す
の
は
初
め
て
で
、
当
主
は
「
日
本
帰
属
は
正
し
い
道
」「
祖
国
復
帰
は
悲
願

で
あ
る
」
と
発
言
、
廃
藩
置
県
と
祖
国
復
帰
が
尚
家
と
県
民
の
願
い
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
同
大
会
は
、
自
由
国
民
連
合
の
友
好
団
体
で
あ
る
一
般
社
団
法
人

日
本
沖
縄
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
代
表
・
仲
村
覚
）
の
協
力
の
も
と
実
施
さ
れ
た
。

　
自
由
国
民
連
合
（
自
国
連
）
の
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
静
岡
県
三
島
支
部
の
会
員
は

５
月
14
日
、
７
年
に
一
度
、
天
下
の
大

祭
と
言
わ
れ
る
諏
訪
大
社
御
柱
祭
の
見

学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
25
名
で
、

東
京
か
ら
６
名
が
前
日
か

ら
三
島
支
部
会
員
の
家
に

民
泊
を
し
て
、
早
朝
６
時

40
分
よ
り
大
型
バ
ス
に
乗

車
し
三
島
市
を
出
発
し
ま

し
た
。

　
バ
ス
の
往
路
で
は
、
日

本
の
歴
史
文
化
に
詳
し
い

軽
野
史
仁
先
生
を
講
師
に

迎
え
て
、
諏
訪
大
社
の
概

要
や
諏
訪
信
仰
と
諏
訪
の

歴
史
を
縄
文
時
代
か
ら
平

安
、
鎌
倉
、
戦
国
時
代
ま

で
講
演
を
拝
聴
し
て
最
初

の
見
学
場
所
の
茅
野
市
神
長
官
守
矢
資

料
館
に
到
着
し
ま
し
た
。
資
料
館
で
は

鹿
や
猪
の
展
示
頭
を
神
に
供
え
物
を
す

る
御
頭
祭
の
神
事
を
復
元
展
示
し
て
い

廃
藩
置
県
、祖
国
復
帰
は
正
し
い
道

改
憲
の
声
は

沖
縄
か
ら

内外情勢認識会議
時事問題を定期的に議論

琉
球
国
王
尚
家
23
代
当
主
が
臨
席

ま
し
た
。

　
次
に
諏
訪
大
社
前
宮
ま
で
徒
歩
で
行

き
、
参
拝
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
下
諏

訪
町
に
バ
ス
で
移
動
し
、
下
諏
訪
駅
か

ら
徒
歩
で
諏
訪
大
社
秋
宮
と
春
宮
に
行

き
、御
柱
の
里
曳
き
を
見
学
し
ま
し
た
。

１
２
０
０
年
以
上
も
連
綿
と
受
け
継
が

れ
た
御
柱
祭
の
神
事
は
、
諏
訪
の
誇
り

高
い
伝
統
文
化
で
あ
る
こ
と
が
現
在
に

い
る
諏
訪
の
人
々
の
奉
仕
す
る
姿
か
ら

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
帰
路
は
車
中
で
参
加
者
に
こ
の
日
の

感
想
を
発
表
し
て
も
ら
い
、
次
回
の
バ

ス
ツ
ア
ー
の
要
望
等
、
会
員
同
士
の
親

睦
と
交
流
が
深
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
定
期
的
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し

て
自
国
連
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
自
由
国
民
連
合
沖
縄
支
部
の
友
好
団

体
で
あ
る
自
主
憲
法
制
定
沖
縄
県
民
会

　
集
い
で
は
沖
縄
選
出
の
国
場
幸
之
助

衆
院
議
員
と
宮
崎
政
久
衆
院
議
員
が
講

演
。
国
場
氏
は
「
岸
田
文
雄
政
権
が
発

足
し
て
以
降
、
世
論
調
査
で
改
憲
を
支

持
す
る
国
民
が
過
半
数
を
超
え
た
今
が

憲
法
改
正
の
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
述

べ
た
。
そ
の
上
で
、「
国
民
を
守
る
規

定
と
な
る
緊
急
事
態
条
項
が
な
い
こ
と

は
お
か
し
い
」
と
し
て
、
自
民
党
が
提

案
し
て
い
る
９
条
へ
の
「
自
衛
隊
の
明

記
」
と
「
緊
急
事
態
対
応
」
条
項
追
加

の
必
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
自

民
党
の
党
是
で
あ
る
改
憲
手
続
き
に
意

欲
を
示
し
た
。
宮
崎
氏
は
「
国
民
主
権

の
原
則
か
ら
、
沖
縄
が
復
帰
し
た
昭
和

47
年
５
月
15
日
に
憲
法
確
認
の
手
続
き

を
取
る
べ
き
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

沖
縄
か
ら
憲
法
改
正
の
声
を
上
げ
る
べ

き
だ
」
と
訴
え
た
。 

　
集
い
で
は
、
激
動
の
国
際
時
代
に
あ

っ
て
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
国

の
歴
史
と
文
化
に
ふ
さ
わ
し
い
憲
法
を

作
る
べ
き
だ
と
す
る
大
会
決
議
を
全
会

一
致
で
採
択
し
た
。
集
い
の
様
子
は
配

信
中
継
さ
れ
た
。

二部で陸上自衛隊第15音楽隊と共に沖縄の音楽を楽しんだ

日
本
精
神
・
歴
史
訪
ね
御
柱
祭
見
学

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
三
島
支
部 

沖
縄
支
部

　自由国民連合では４月から、各局長、関係者が毎週定期的に集
い、最新の時事問題について議論する「内外情勢認識会議」を行
っています。これは、現在浮かび上がっている国内外の情勢を自
国連としてどのように考えるかをスタッフが関係資料を提出し、
意見を出し合って議論する場で、状況に応じて、これを元にして
テーマごとに公式見解をまとめていくものです。
　これまでに、憲法改正、参院選への対応、核シェアリング、国
連、ロシアのウクライナ侵攻、次の小冊子の内容などについて議
論してきました。内外情勢はますます複雑化し時々刻々変化して
おり、私達は真贋混ざり合う膨大な情報の渦に巻き込まれて混沌
としがちです。このため、自国連は幅広い情報・意見を元にしな
がら、尊皇愛国、反共救国、保守団結、国際連帯の基本理念に基
づいて、ぶれない視点から日本の行くべき方向性を提示したいと
考えております。
　自国連の支部長以上の方は参加することができますので、詳細
についてのお問合せや参加ご希望の件などは事務局までご連絡く
ださい。

祖
国
復
帰
の
日

前 

　
夜
　 
祭

沖　縄前夜祭で挨拶する琉球国王
23代当主尚衞氏

議
（
会
長：西
田
健
次
郎
）
主
催
の
「
新

し
い
憲
法
を
つ
く
る
沖
縄
県
民
の
集

い
」
が
５
月
３
日
、那
覇
市
で
開
か
れ
、

約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
は

本
土
復
帰
50
年
の
節
目
の
今
年
、
沖
縄

か
ら
改
憲
の
機
運
を
高
め
よ
う
と
気
勢

を
上
げ
た
。 


